
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個人身体情報を入力する入力手段と、生体電気インピーダンスを測定するためのインピ
ーダンス測定手段と、前記入力された身体情報及び測定された生体電気インピーダンス値
に基づいてＦＭＩ及びＢＭＩを演算する演算手段と、演算されたＦＭＩとＢＭＩ
をグラフで表示する表示手段とを備える体型判定装置。
【請求項２】
　個人身体情報を入力する入力手段と、生体電気インピーダンスを測定するためのインピ
ーダンス測定手段と、前記入力された身体情報及び測定された生体電気インピーダンス値
に基づいてＬＭＩ及びＢＭＩを演算する演算手段と、演算されたＬＭＩとＢＭＩ
をグラフで表示する表示手段とを備える体型判定装置。
【請求項３】
　個人身体情報を入力する入力手段と、生体電気インピーダンスを測定するためのインピ
ーダンス測定手段と、前記入力された身体情報及び測定された生体電気インピーダンス値
に基づいてＦＭＩ、ＬＭＩ及びＢＭＩを演算する演算手段と、演算されたＦＭＩとＢＭＩ

の関係及びＬＭＩとＢＭＩ の関係 グラフで表示する表示手段とを備え
る体型判定装置。
【請求項４】
　個人身体情報を入力する入力手段と、生体電気インピーダンスを測定するためのインピ
ーダンス測定手段と、前記入力された身体情報及び測定された生体電気インピーダンス値

10

20

JP 3698633 B2 2005.9.21

との関係

との関係

と と の両方の関係を



に基づいてＦＭＩとＬＭＩ及びＢＭＩを演算する演算手段と、演算されたＢＭＩをブロッ
クで表示し、該ブロックを演算された に基づいて色分けして表示する表示
手段とを備える体型判定装置。
【請求項５】
　体重値を測定する体重測定手段を更に備え、前記演算手段でＢＭＩを演算するときに測
定された体重値を用いることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の
体型判定装置。
【請求項６】
　身長を測定する身長測定手段を更に備え、前記演算手段でＦＭＩ及びＢＭＩを演算する
ときに測定された身長を用いることを特徴とする請求項１または請求項３から請求項４の
いずれか１項に記載の体型判定装置。
【請求項７】
　身長を測定する身長測定手段を更に備え、前記演算手段でＬＭＩ及びＢＭＩを演算する
ときに測定された身長を用いることを特徴とする請求項２から請求項４のいずれか１項に
記載の体型判定装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、生体電気インピーダンス法に基づき身体の体脂肪量及び除脂肪量を測定する装
置に関するものであり、詳しくはその装置の表示形態に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
肥満であるかどうかの判定方法として、標準体重に対する自分の体重の比率を計算するＢ
ＭＩ（Ｂｏｄｙ　Ｍａｓｓ　Ｉｎｄｅｘ：体格指数）を算出する方法がある。ここでＢＭ
Ｉは身長をＬ（ｍ）、体重をＭ（ｋｇ）とすると次式で表される。
ＢＭＩ＝Ｍ／Ｌ２

このＢＭＩは被測定者の体格を把握する指標であり有用である。
【０００３】
一般にＢＭＩは性別・年齢に関係なく、１８．５～２５までが標準体型であるとされ、こ
れ未満を痩せ、これ以上を肥満体型とし、ＢＭＩ２２を理想体型としている。しかし、こ
の指標では、身体組成の構成までわかるものでは無い。
【０００４】
そこで生体電気インピーダンス法に基づいて、身体の脂肪が占める割合を測定する体脂肪
計が提案され普及されつつあるが、この体脂肪計は一般的に体脂肪率を数値で示すか、そ
の推移をグラフ表示するものである。
【０００５】
そこで、特開平１０－１９２２５８号公報に記載の体脂肪計では、ＢＭＩと体脂肪率を算
出し、その関係をマトリクス表示する形態を示している。
【０００６】
ところで、消費エネルギーは基礎代謝量に影響するとされるが、この基礎代謝量の大小が
脂肪の蓄積に関して重要な影響を及ぼしていることは事実である。脂肪組織はエネルギー
の消費が極めて低いが、筋肉組織はその量によりエネルギー消費量が異なるとされ、筋肉
量の多い身体は、消費エネルギーが高いとされる。筋肉組織が大半を占める除脂肪組織の
量と基礎代謝量は密接な比例関係を示すことが知られている。従って、除脂肪組織が多い
体型は決して健康上問題があるのではなく、むしろ好ましい状態である。
【０００７】
しかし、近年のダイエットブームで、決して脂肪が多いのではなく筋肉質の体型であるア
スリートタイプの人までが、自分を肥満かと思い込み、無理に減量してしまうことがあっ
た。
【０００８】
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【発明が解決しようとする課題】
従来の体脂肪計では、身体の占める体脂肪率が多いのかが判るものである。
【０００９】
また、特開平１０－１９２２５８号公報に記載の体脂肪計は体格と体脂肪の関係を把握す
ることが出来るだけのものであった。
【００１０】
また、上述のように、除脂肪組織は基礎代謝や消費エネルギーを把握するということで、
身体において重要であるが、従来脂肪量ばかりが取り沙汰され、除脂肪組織はあまり着目
されず、その量を表示することはなかった。
【００１１】
本発明はこれら問題点に鑑みてなされたものであり、測定者の身体組成のうち脂肪組織と
除脂肪組織が占める割合をそれぞれ算出し、表示することで、身体の総合的な評価がわか
り易いようにすることである。それにより、減量により減少しているのが脂肪組織である
のか除脂肪組織であるのか判断し易いようにすることでもある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　本発明の体型判定装置では、個人身体情報を入力する入力手段と、生体電気インピーダ
ンスを測定するためのインピーダンス測定手段と、前記入力された身体情報及び測定され
た生体電気インピーダンス値に基づいてＦＭＩ及びＢＭＩを演算する演算手段と、演算さ
れたＦＭＩとＢＭＩ をグラフで表示する表示手段とを備える。
【００１３】
　また本発明の体型判定装置では、個人身体情報を入力する入力手段と、生体電気インピ
ーダンスを測定するためのインピーダンス測定手段と、前記入力された身体情報及び測定
された生体電気インピーダンス値に基づいてＬＭＩ及びＢＭＩを演算する演算手段と、演
算されたＬＭＩとＢＭＩ をグラフで表示する表示手段とを備える。
【００１４】
　また本発明の体型判定装置では、個人身体情報を入力する入力手段と、生体電気インピ
ーダンスを測定するためのインピーダンス測定手段と、前記入力された身体情報及び測定
された生体電気インピーダンス値に基づいてＦＭＩ、ＬＭＩ及びＢＭＩを演算する演算手
段と、演算されたＦＭＩとＢＭＩ の関係及びＬＭＩとＢＭＩ の関係 を同
時にグラフで表示する表示手段とを備える。
【００１５】
　また本発明の体型判定装置では、個人身体情報を入力する入力手段と、生体電気インピ
ーダンスを測定するためのインピーダンス測定手段と、前記入力された身体情報及び測定
された生体電気インピーダンス値に基づいてＦＭＩとＬＭＩ及びＢＭＩを演算する演算手
段と、演算されたＢＭＩをブロックで表示し、該ブロックを演算された に
基づいて色分けして表示する表示手段とを備える。
【００１６】
また本発明の体型判定装置では、体重値を測定する体重測定手段を更に備え、前記演算手
段でＢＭＩを演算するときに測定された体重値を用いることとする。
【００１７】
また本発明の体型判定装置では、身長を測定する身長測定手段を更に備え、前記演算手段
でＦＭＩ及びＢＭＩを演算するときに測定された身長を用いることとする。
【００１８】
また本発明の体型判定装置では、身長を測定する身長測定手段を更に備え、前記演算手段
でＬＭＩ及びＢＭＩを演算するときに測定された身長を用いることとする。
【００１９】
【発明の実施の形態】
本発明の体型判定装置では脂肪の指標であるＦＭＩ（Ｆａｔ　Ｍａｓｓ　Ｉｎｄｅｘ：脂
肪量／身長２ ）と、除脂肪量の指標であるＬＭＩ（Ｌｅａｎ　Ｍａｓｓ　Ｉｎｄｅｘ：除
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脂肪量／身長２ ）、及び体格指数のＢＭＩ（Ｂｏｄｙ　Ｍａｓｓ　Ｉｎｄｅｘ：体重／身
長２ ）を入力された身体情報や測定した生体電気インピーダンス（以下ＢＩとする）から
算出し、測定結果としてＢＭＩとＦＭＩ、あるいはＢＭＩとＬＭＩといった関係をグラフ
やイラストで表示する。
【００２０】
【実施例】
本発明の一実施例を図面を用いて説明する。
図１は、本発明の一実施例である体型判定装置の正面図である。図１に示す通り、体型判
定装置１０は、体重計付き生体電気インピーダンス計２０と、この体重計付き生体電気イ
ンピーダンス計２０に電気ケーブル３０を介して接続された制御ボックス４０とから構成
されている。本実施例では、体重計付き生体電気インピーダンス計２０と制御ボックス４
０とは通常の電気ケーブル３０を介して相互に接続されているが、例えば赤外線や電磁波
による無線通信を介して接続されても良い。
【００２１】
体重計付き生体電気インピーダンス計２０の上面には、定電流印加用電極２１ａ、２１ｂ
及び電圧測定用電極２２ａ、２２ｂが設けられており、また、制御ボックス４０の前面に
は、電源スイッチ４１ａ、測定キー４１ｂ、アップキー４１ｃ、ダウンキー４１ｄ、設定
キー４１ｅ、グラフキー４１ｆといった一群の操作キー及び、表示装置４２が設けられて
いる。
【００２２】
図２は、図１に示した体型判定装置１０の機能構成を示すブロック図である。図２に示さ
れるように、体重計付き生体電気インピーダンス計２０には、定電流印加用電極２１ａ、
２１ｂと、定電流印加用電極２１ａ、２１ｂに印加される高周波の微弱な定電流を生成す
るための高周波定電流回路２３と、電圧測定用電極２２ａ、２２ｂと、電圧測定用電極２
２ａ、２２ｂ間の電圧を測定するためのインピーダンス測定手段である電圧測定回路２４
と、被判定者の体重を測定するための体重測定手段である体重測定装置２５と、測定され
た電圧及び体重をＡ／Ｄ変換するためのＡ／Ｄ変換器２８とが備えられている。
【００２３】
また、制御ボックス４０には、測定開始の指示やデータの入力等のための一群の操作キー
４１ａから４１ｆを含む入力手段であるデータ入力装置４１と、判定された体型や判定結
果をグラフ表示するための表示手段である表示装置４２と、測定されたＢＩや算出された
ＢＭＩ、ＦＭＩ、ＬＭＩ等を記憶している記憶手段である記憶装置４４と、入力装置４１
によって入力されたデータや測定されたＢＩ及び体重等のデータに基づいて体型等を判定
したり、記憶装置４４への各種データの記憶や表示装置４２への各種データの表示を制御
したりするための演算制御手段及び体型判定手段であるＣＰＵ４５とが備えられている。
【００２４】
本実施例では、各機能要素が上述のように体重計付き生体電気インピーダンス計２０と制
御ボックス４０とに分離されているが、本発明はこれに限られず、例えばＣＰＵ４５は制
御ボックス４０ではなく体重計付き生体電気インピーダンス計２０に備えられていても良
く、また、体重計付き生体電気インピーダンス計１０と制御ボックス４０とが一体となっ
た構成とされていても良い。
【００２５】
次に、上述したような実施例の体型判定装置１０の動作について詳述する。
図３は、本発明に係る体型を判定するための手順を示すフローチャートである。ステップ
１では、被判定者は電源スイッチ４１ａを押下して体型判定装置１０の電源をオンにする
。
【００２６】
ステップ２では、被測定者が設定キー４１ｅを押下したならば、体型判定装置１０は設定
モードとなってステップ３に移る。
【００２７】
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ステップ３では、被測定者の身体情報設定となる。アップキー４１ｃ及びダウンキー４１
ｄを用いて表示装置４２に表示される身長、性別、年齢を変更していく。変更された値は
、再度設定キー４１ｆを押下することで順次決定される。
【００２８】
ステップ４では、被測定者が測定キー４１ｂを押下したならば、体型判定装置１０は測定
モードとなってステップ５に移り、押下しなければグラフ表示モードかの確認を行うステ
ップ１１に移る。
【００２９】
ステップ５から、測定モードが始まる。被判定者が左足裏及び右足裏のつま先を定電流印
加用電極２１ａ及び２１ｂにそれぞれ接触させ、また、左足裏及び右足裏のかかとを電圧
測定用電極２２ａ、２２ｂにそれぞれ接触させて、体重計付き生体電気インピーダンス計
２０に素足で乗ると、体重測定装置２５は重量を検知して被判定者の体重の測定を開始す
る。続いて、ステップ６では、高周波定電流回路２３によって生成された高周波の微弱な
定電流が、定電流印加用電極２１ａ及び２１ｂを介して被判定者のつま先に印加され、被
判定者の下腹部を含む両足間に流される。そして、電圧測定回路２４によって電圧測定用
電極２２ａ、２２ｂ間の電圧が測定され、ＢＩが測定される。
【００３０】
ステップ７では、測定された体重とＢＩ及び設定されている身長に基づいて、ＢＭＩ・Ｆ
ＭＩ・ＬＭＩを算出する。ここで、体型判定について説明する。
評価に使用するグラフは以下の要領で作成される。
▲１▼ＢＭＩを１７～３０までとし、各ＢＭＩに対して身長、体重を設定する。
▲２▼指標作りのため、基準となるＦＭＩを求めるには、基準となる体脂肪率から体脂肪
量を求める。体脂肪量の基準には、図４に示す体脂肪率の適正範囲及び肥満範囲を用いる
。
【００３１】
ＢＭＩが１７の男性（３０歳未満）の指標を作るとき。
１７１ｃｍ、体重４９．７と設定した場合（尚、ＢＭＩが１７になる組み合わせであれば
、どんな値でも構わない。）
適正のＦＭＩ、及び肥満時のＦＭＩを求めると体脂肪量は
Ｘ／４９．７×１００＝１４％　　Ｘ＝　７．０（適正最小体脂肪量）
Ｘ／４９．７×１００＝２０％　　Ｘ＝　９．９（適正最大体脂肪量）
Ｘ／４９．７×１００＝２５％　　Ｘ＝１２．４（肥満基準体脂肪量）
▲３▼よってＦＭＩを脂肪量／身長２ より求める。
７．０／１．７２ ＝２．４（適正最小ＦＭＩ）
９．９／１．７２ ＝３．４（適正最大ＦＭＩ）
１２．４／１．７２ ＝４．２（肥満基準ＦＭＩ）
となり、ＢＭＩ１７の人では、適正ＦＭＩ２．４～３．４、肥満は４．２以上であると言
える。このように各ＢＭＩにあったＦＭＩの基準値を作成する（図５）。
▲４▼ＬＭＩは脂肪量を算出した時点で、体重－脂肪量＝除脂肪量を求め、除脂肪量／身
長２ で求める。または、ＢＭＩ－ＦＭＩ＝ＬＭＩで算出してもよい。
この算出されたＦＭＩとＬＭＩに基づいて、図５が作成される。
この図５に基づいて、図６及び図７が作成される。
【００３２】
グラフにはＸ軸にＢＭＩをＹ軸にはＦＭＩをとり、表１で求めた適正値及び肥満値を記入
する。これが脂肪の判定基準となる（図６）。
【００３３】
同様にＸ軸にＢＭＩを、Ｙ軸にはＬＭＩをとり、表１で求めた適正値及び肥満値を記入す
る。これが筋肉の判定基準となる（図７）。
【００３４】
実際に表示する際には、測定者が解り易いよう図８及び図９に示すよう模式的にマトリク

10

20

30

40

50

(5) JP 3698633 B2 2005.9.21



ス表示する。この図８は、ＢＭＩとＦＭＩをマトリクス表示するグラフ図である。図９は
、ＢＭＩとＬＭＩをマトリクス表示するグラフ図である。
【００３５】
　図８でＢＭＩは３区間に分けられ、
　Ｂ１区間を１８．５未満
　Ｂ２区間を１８．５～２５
　Ｂ３区間を２５以上としている。　また、ＦＭＩは次のように４区間に分けられる。
　Ｆ１のラインをＦＭＩ適正最低値
　Ｆ２のラインをＦＭＩ適正最 値
　Ｆ３のラインをＦＭＩ肥満境界値
【００３６】
図９でもＢＭＩは図８と同様に３区間に分けられる。
また、ＬＭＩは次のように４区間に分けられる。
Ｌ１のラインをＬＭＩ肥満境界値
Ｌ２のラインをＬＭＩ適正最低値
Ｌ３のラインをＬＭＩ適正最高値
尚、上記説明した判定基準は予め記憶装置４４に記憶しておく。
【００３７】
そしてステップ８では、演算されたＢＭＩとＦＭＩの関係及びＢＭＩとＬＭＩの関係を図
８及び図９に示したマトリクスのグラフで表示装置４２に同時に表示する。
【００３８】
ここで一例を示す。尚、生体電気インピーダンスから体脂肪率を求める演算方法は、上述
の特開平１０－１９２２５８号公報等に記載されているのでここでは省略する。
＜２２歳の男性で、身長１７０ｃｍ、体重７５ｋｇ、体脂肪率１６％の測定者の場合＞
ＢＭＩ：体重／身長２ ＝７５／１．７２ ＝２６
体脂肪量：体脂肪率×体重／１００＝１６×７５／１００＝１２
ＦＭＩ：体脂肪量／身長２ ＝１２／１．７２ ＝４．１５≒４．２
ＬＭＩ：ＢＭＩ－ＦＭＩ＝２６－４．１５＝２１．８５≒２１．９
従って、ＢＭＩが２６、ＦＭＩが４．２、ＬＭＩが２１．９となる。
【００３９】
これをグラフに表示すると図１０に示すような表示となる。これを見ると、ＢＭＩ－ＦＭ
Ｉのグラフから、ＢＭＩは肥満領域にあるにも関わらず、脂肪組織の割合では適正をキー
プしている。一方、ＢＭＩ－ＦＭＩのグラフから除脂肪組織の割合が非常に多いことが分
かる。つまりＢＭＩは高いが、それは筋肉や骨等の除脂肪組織が多くを占めているため肥
満とは言えず、むしろ体格の良いアスリート体型である。
【００４０】
ステップ９では、今回測定されたＢＩや体重及び演算されたＢＭＩ、ＦＭＩ、ＬＭＩ等が
記憶装置４４に記憶される。その後、ステップ１０で、自動的に電源がオフにされ、測定
は終了する。
【００４１】
ステップ１１からグラフ表示モードとなる。グラフキー４１ｆが押下されているかを判断
し、押されている場合にはステップ１２で前回測定した図１０に示すグラフが表示される
。
【００４２】
　更にステップ１ でアップキー４１ｃ及びダウンキー４１ｄが押されているかを判断す
る。ここで押された場合には、ステップ１ で図１１に示す表示に切り替わる。ここで更
にアップキー４１ｃ及びダウンキー４１ｄが押下されると図１０に示すグラフに戻る。こ
のようにステップ１ でアップキー４１ｃ及びダウンキー４１ｄが押下される毎に、ステ
ップ１ でグラフの表示が切り替わる。
【００４３】
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ここで図１１に示す表示形態は、理想体組成モデルと自己体組成モデルを表示している。
これは自分と同姓、同年代だけでなく同身長という点に着目して健康的な理想の体組成モ
デルを作成し、体重、ＦＭＩ、ＬＭＩ等各測定者と比較できるものである。
【００４４】
この表示形態の説明として、上述した例と同じ人物において説明する。
＜２２歳の男性で、身長１７０ｃｍ、体重７５ｋｇ、体脂肪率１６％の測定者の場合＞
上記説明した通り、ＦＭＩ＝４．２、ＬＭＩ＝２１．９である。
３０歳未満の男性で、理想体型ＢＭＩ＝２２から考えると、図８、図９から適正ＦＭＩと
適正ＬＭＩが分かる。この人の場合、適正ＦＭＩは３．１～４．４、適正ＬＭＩは１７．
６～１８．９である。
【００４５】
標準体型ではＢＭＩが２２なので、２２個のブロックを使用し、測定者はＢＭＩが２６な
ので２６個のブロックを用いて表現している。身長は測定者と同じということで、ブロッ
クの積む高さも２２個の高さに合わせて、オーバーするブロックは分かり易い様に横に積
み上げた。
【００４６】
また、色付きブロックをＦＭＩとし、色つきでないものをＬＭＩとした。つまり、色付き
は脂肪量を、色なしは除脂肪量を示している。これを見ると、まず身長は同じなのにブロ
ックが多いので、標準に比べて体重が多いということが分かる。
【００４７】
　一方、脂肪組織を示す色付きブロックだけに着目し見比べた場合、標準範囲に収まって
いる事が分かる。また、除脂肪組織を示す色なしブロックだけに着目した場合には、標準
に比べ多 事が分かる。
【００４８】
以上をまとめて考えると、脂肪量は標準範囲であり、体重が多いのは除脂肪量が多いから
という結果になる。よって、身長が同じ標準体型モデルと比較して、この測定者は筋肉や
骨等の除脂肪量が多いアスリート型の体組成であることが視覚的に理解できる。これによ
り自分と同じ、年齢、性別、身長の理想体型を図でシミュレーション化し、ＦＭＩ、ＬＭ
Ｉ、ＢＭＩの点で視覚的に分かり易く比較することが可能となる。
【００４９】
また、図１２に示すように、判定された体格に応じて測定者にアドバイスを表示する形態
としてもよい。これは男性３０歳未満の指標とアドバイス内容の関係を示す図であるが、
視覚的なものだけでなく、言葉でも体型を理解することができ、より自分の体型を把握し
易いものとなる。
【００５０】
　ステップ１ でアップキー４１ｃ及びダウンキー４１ｄのどちらも押下されていない場
合には、ステップ１５で電源スイッチ４１ａが押下されているかを判断する。ここで押さ
れている場合にはステップ１０に進み電源はオフされ、押されていない場合にはステップ
１２に戻り、現在選択されているグラフの表示を続ける。
【００５１】
第二実施例として、身長も測定可能な体型判定装置について説明する。
図１３は生体電気インピーダンスと体重と共に、測定者の身長も測定することが可能な身
長計付き体型判定装置である。
【００５２】
身長計付き体型判定装置５０は、載置面に電流供給電極５１ａ、５１ｂと電圧測定電極５
２ａ、５２ｂが設けられており、生体電気インピーダンスが測定される。またデータ入力
装置５３を用いて、性別、年齢の設定等を行う。測定された結果は第一実施例に示したよ
うにグラフやイラストで表示装置５４に表示される。また、この装置５０にはポール５５
が設けられ、このポール５５を稼動するカーソル５６が設けられている。
【００５３】
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尚、動作手順は第一実施例に示した体型判定装置と同様であり、体重、生体電気インピー
ダンスの測定に次いで、カーソル５６が自動的に稼動し、測定者の身長の測定が行われる
。ここで測定された身長はＢＭＩ、ＦＭＩ、ＬＭＩを算出する際に直接用いるものである
。
【００５４】
これにより、測定者は性別と年齢のみを予め設定するだけで済み、他の変わり易い、身長
、体重、生体電気インピーダンスは全て測定値を用いるので、その時点の正しい値から各
指標は算出され、正確な判定が可能となる。
【００５５】
以上、本発明の実施例を説明したが、表示形態はこれに限らず、例えば、
図８、図９に示したマトリクスのグラフは、分割数を適宜変更することは可能である。
【００５６】
また、ここではＬＭＩを除脂肪組織の指数として表示する形態を示したが、
一般に除脂肪組織のうち大半を占めるのは筋肉組織であると言えるので、ＬＭＩを筋肉組
織の指数として扱うような形態としてもよい。これにより筋肉量の多少を表示することで
、一般的に聞きなれない除脂肪組織の量と表示する場合より、測定者に理解し易くするこ
とも可能である。
【００５７】
また、図１１で示したブロックを積み上げる表示形態の変わりに人物の体型を用いて、Ｂ
ＭＩが高ければ外形を大きくし、ＢＭＩが低ければ外形を小さくして、更に、ＦＭＩとＬ
ＭＩの比率によって、人物の内部の色を変更することで、体脂肪と筋肉の比率を表示する
ものとしてもよい。
【００５８】
また、ここでは測定したインピーダンスからＢＭＩ、ＦＭＩ、ＬＭＩを算出し、それらの
結果をグラフ表示する体型判定装置として説明したが、本発明の体型判定機能を従来の体
脂肪計に内蔵させた形態とし、体脂肪も測定する体型判定装置としてもよい。
【００５９】
また、ここでは生体電気インピーダンスと同時に体重も測定する形態としたが、体重は入
力手段を用いて入力する形態としてもよいし、生体電気インピーダンスの測定は、両足間
に限らず、両手間で測定するものや手足間で測定する形態としてもよい。
【００６０】
【発明の効果】
本発明の体型判定装置であれば、生体電気インピーダンスを測定し、入力された身体情報
から、ＢＭＩとＦＭＩ及びＬＭＩを算出し、ＢＭＩとＦＭＩの関係やＢＭＩとＬＭＩの関
係を理解しやすいよう、マトリクス表示したり、簡単な図形で表示するので、身体に占め
る脂肪組織と除脂肪組織の量も把握でき、総合的な体型を判断することができる。
【００６１】
また脂肪と除脂肪の量が把握できるため、必要のない無理なダイエットを行うことは減り
、健康を害する恐れも減らすことが可能となる。
【００６２】
特に、基礎代謝量を把握するうえで有用である筋肉量は、これまであまり着目されなかっ
たが、除脂肪量を知ることで、筋肉量も把握することが可能となり、自身の身体が体脂肪
の付き易い身体か付きにくい身体であるかを知ることが出来る。これにより、体脂肪の付
き易い身体である場合には、予め生活上の注意をすることができ、肥満予防が可能となる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る体型判定装置の実施例の外部構成を示す正面図である。
【図２】図１に示した体型判定装置の機能構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施例における体型判定装置の手順を示すフローチャートである。
【図４】体脂肪率の適正及び肥満範囲を示す図である。
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【図５】各ＢＭＩにおけるＦＭＩ、ＬＭＩの判定基準を示す図。
【図６】ＢＭＩとＦＭＩの判定基準ラインを示す図。
【図７】ＢＭＩとＬＭＩの判定基準ラインを示す図。
【図８】ＢＭＩとＦＭＩの関係を示す図である。
【図９】ＢＭＩとＬＭＩの関係を示す図である。
【図１０】本発明の実施例における体型判定装置の表示例である。
【図１１】本発明の実施例における体型判定装置の別表示例である。
【図１２】本発明の実施例における体型判定装置のアドバイス例である。
【図１３】本発明の実施例における身長計付き体型判定装置の外観図である。
【符号の説明】
１０　　体型判定装置
２０　　体重計付き生体電気インピーダンス計
２１ａ、２１ｂ、５１ａ、５１ｂ　定電流印加用電極
２２ａ、２２ｂ、５２ａ、５２ｂ　電圧測定用電極
２３　　高周波定電流回路
２４　　電圧測定回路
２５　　体重測定装置
３０　　電気ケーブル
４０　　制御ボックス
４１、５３　　データ入力装置
４１ａ　電源スイッチ
４１ｂ　測定キー
４１ｃ　アップキー
４１ｄ　ダウンキー
４１ｅ　設定キー
４１ｆ　グラフキー
４２、５４　　表示装置
４４　　記憶装置
４５　　ＣＰＵ
５０　　身長計付き体型判定装置
５５　　ポール
５６　　カーソル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

(11) JP 3698633 B2 2005.9.21



【 図 １ ３ 】
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